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運用報告書（全体版） 

トレンド・アロケーション・オープン 

 

 
 

第７期（決算日：2019年１月25日） 
 

 

 

受益者のみなさまへ 
 

平素は格別のご愛顧を賜り厚く御礼申し上げます。 

さて、お手持ちの「トレンド・アロケーション・オー

プン」は、去る１月25日に第７期の決算を行いまし

た。ここに謹んで運用状況をご報告申し上げます。 

今後とも引き続きお引き立て賜りますようお願い

申し上げます。 

 

当ファンドの仕組みは次の通りです。 

商品分類 追加型投信／内外／資産複合 

信託期間 無期限（2012年３月30日設定） 

運用方針 
ファンド・オブ・ファンズ方式により、信託財
産の成長を目指して運用を行います。 

主要運用対象 

トレンド・ 
アロケー 
ション・ 
オープン 

ダイナミック・マルチアセット・
プラス・ファンド（ＪＰＹ）受益
証券、マネー・プール マザー
ファンド受益証券 

ダ イ ナ 
ミック・ 
マ ル チ 
アセット・ 
プラス・ 
ファンド 
（ＪＰＹ） 

先進国の国債、世界各国のＥＴＦ
等 

マネー・プール 
マザーファンド 

わが国の公社債 

運用方法 

・世界各国の株式・債券・リート等の幅広い
資産へ、実質的に投資します。 

・安定的な資産成長のために、市場環境に応
じて機動的な資産配分を行います。 

・為替変動リスクの低減をはかるため、外貨
建資産については、原則として対円で為替
ヘッジを行います。 

主な組入制限 
・投資信託証券への投資割合には制限を設け
ません。 

・株式への直接投資は行いません。 

分配方針 

毎年１月25日（休業日の場合は翌営業日）に
決算を行い、収益分配方針に基づいて分配を
行います。分配対象額の範囲は、経費控除後
の配当等収益と売買益（評価益を含みます。）
等の全額とします。基準価額水準、市況動向
等を勘案して、分配金額を決定します。（ただ
し、分配対象収益が少額の場合には分配を行
わない場合もあります。） 
 

  
※ 当ファンドは、課税上、株式投資信託として取り扱われます。 
※ 公募株式投資信託は税法上、「NISA（少額投資非課税制度）およびジュ

ニアNISA（未成年者少額投資非課税制度）」の適用対象です。 
詳しくは販売会社にお問い合わせください。 

 

 分配金額の決定にあたっては、信託財産の
成長を優先し、原則として分配を抑制する
方針とします。（基準価額水準や市況動向等
により変更する場合があります。） 
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トレンド・アロケーション・オープン

ファンドマネージャーのコメント
　おかげさまで、トレンド・アロケーション・オープン
（以下、トレアロ）は、2019年１月25日に第７期の決
算を迎えました。当ファンドを皆さまの資産運用のパー
トナーの一つに選んでいただき、心よりお礼申し上げま
す。

　さて、当期（2018年１月26日～2019年１月25日）
におけるトレアロの運用成果は11.6％の下落となりまし
た。2012年３月30日の設定来の成果を決算期毎に見る
と（注）、過去最高であった前期に対し、今期は残念なが
らマイナスのパフォーマンスとなりました。
（注）第１期は変則決算のため計算期間は約10ヵ月

　当期の金融市場は、2018年２月および９月～12月に
おける株式市場の「２つの急落」が特徴的でした。米国
の利上げペースが加速するとの不安や米中貿易摩擦の長
期化、米アップル社のスマートフォン販売鈍化に伴う業
績悪化懸念の波及などが投資家心理を冷やしました。世
界的に景気は依然底堅く、企業業績も好調という経済状
況ではあったものの、資産価格の割高感も意識された結
果、株式市場の下落幅は拡大しました。トレアロは資産
価格のトレンド、つまり値動きの方向性を重視して運用
を行いますが、マーケットが急変動するような局面では、
資産価格の方向性を明確に捉えることが難しくなります。
そういった意味において、当期における「２つの急落」
はトレアロが苦手とする局面となり、パフォーマンス悪
化の一因となりました。

　当期のトレアロの資産配分につきましては、2018年
10月末までは高リスク資産を６割程度組入れる運用を
行ってまいりました。11月には、組入れている高リスク
資産の価格下落に伴い、低リスク資産比率を６割程度に
引き上げました。さらに12月には基準価額が過去１年間
の高値から15％以上下落する可能性が高まったことから、
自動ブレーキ機能として短期債券・キャッシュ等の比率
を大幅に引き上げる対応を実施しました。この結果、期
末時点における低リスク資産比率は80.6％と、設定来で
最も保守的な資産配分としています。

　困難な市場環境ではありますが、長期の資産形成にお
いては下落局面だからといって投資をやめず継続するこ
とが重要と考えます。そしてトレアロがそのための器で
ありつづけるために、我々としても努力してまいります。
トレアロが活用する運用戦略は、過去にも困難な市場環
境での運用実績を有しております。実際に、2016年の
前半に資本市場が世界的に不安定な動きをした局面では、
機動的な資産配分の調整を実施するなどして資産価格下
落の過度な影響を一定程度回避できたと考えております。
加えて、少しでも皆さまの不安なお気持ちを和らげるこ
とができるよう、丁寧な情報提供なども行いながら長期
投資をサポートしてまいりたいと考えております。

　長期的に皆さまの資産運用にプラスの成果をご提供す
るという我々のミッションに変わりはありません。皆さ
まからの期待を十分に感じつつ、これからも長期の資産
運用におけるパートナーの一つとして選んでいただける
よう、資本市場の荒波を乗り越えるべく運用業務に尽力
してまいります。最後となりますが、トレアロへのご愛
顧に対する感謝を申し上げるとともに、今後とも末永く
お付き合いくださいますよう、よろしくお願い申し上げ
ます。

アリアンツ・グローバル・インベスターズ・ジャパン株式会社
ヘッド・オブ・マルチアセット・ジャパン
シニア・ポートフォリオ・マネージャー

スヴェトザー・ミランチェフ

上記は、アリアンツ・グローバル・インベスターズの資料を基に、三菱ＵＦＪ国際投信が作成したものです。
― 1 ―
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トレンド・アロケーション・オープン

本資料 の表記にあたって  

・原則として、各表の数量、金額の単位未満は切捨て、比率は四捨五入で表記しておりますので、表中の個々の数字の合
計が合計欄の値とは一致しないことがあります。ただし、単位未満の数値については小数を表記する場合があります。 

・－印は組入れまたは売買がないことを示しています。 

 

○最近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 

債   券 
組 入 比 率 

債   券 
先 物 比 率 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％ ％ ％ ％ 百万円 

３期(2015年１月26日) 11,848 0 7.8 0.0 － 99.0 31,788 

４期(2016年１月25日) 11,054 0 △ 6.7 0.0 － 99.0 88,670 

５期(2017年１月25日) 11,586 0 4.8 － － 99.0 115,711 

６期(2018年１月25日) 12,967 0 11.9 － － 99.3 137,401 

７期(2019年１月25日) 11,468 0 △11.6 － － 99.0 156,624 
 

（注） 当ファンドの基準価額は、投資対象とする投資信託証券については、前営業日の基準価額を基に計算しております。 

（注） 当ファンドの値動きを表す適切な指数が存在しないため、ベンチマーク等はありません。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「債券組入比率」、「債券先物比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 「債券先物比率」は買建比率－売建比率。 
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トレンド・アロケーション・オープン

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 債   券 

組 入 比 率 
債   券 
先 物 比 率 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率  騰 落 率 

(期  首) 円 ％ ％ ％ ％ 

2018年１月25日 12,967 － － － 99.3 

１月末 12,845 △ 0.9 － － 100.1 

２月末 12,468 △ 3.8 － － 99.2 

３月末 12,283 △ 5.3 － － 99.4 

４月末 12,316 △ 5.0 － － 99.2 

５月末 12,268 △ 5.4 － － 99.2 

６月末 12,126 △ 6.5 － － 99.1 

７月末 12,248 △ 5.5 － － 99.0 

８月末 12,309 △ 5.1 － － 99.1 

９月末 12,328 △ 4.9 － － 99.1 

10月末 11,637 △10.3 － － 99.0 

11月末 11,728 △ 9.6 － － 99.0 

12月末 11,325 △12.7 － － 99.1 

(期  末)      

2019年１月25日 11,468 △11.6 － － 99.0 
 

（注） 当ファンドの基準価額は、投資対象とする投資信託証券については、前営業日の基準価額を基に計算しております。 

（注） 騰落率は期首比。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「債券組入比率」、「債券先物比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 「債券先物比率」は買建比率－売建比率。 
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トレンド・アロケーション・オープン

運用経過
第７期：2018年１月26日～2019年１月25日

当期中の基準価額等の推移について

基準価額等の推移

0

100,000

200,000

300,000

400,000

9,500
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11,500

12,500

13,500

2018/１/25 2018/５/24 2018/９/14 2019/１/18

（円） （百万円）

基準価額：左目盛

純資産総額：右目盛

第 ７ 期 首 12,967円
第 ７ 期 末 11,468円
既払分配金 0円
騰 落 率 －11.6％

※分配金再投資基準価額は、分配金が支払われた場合、収益分配金
（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、
ファンドの運用の実質的なパフォーマンスを示すものです。
※実際のファンドにおいては、分配金を再投資するかどうかについ
ては、受益者のみなさまがご利用のコースにより異なります。ま
た、ファンドの購入価額により課税条件も異なります。従って、
各個人の受益者のみなさまの損益の状況を示すものではない点に
ご留意ください。

― 4 ―
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トレンド・アロケーション・オープン

基準価額は期首に比べ11.6％の下落となりました。
基準価額の動き

基準価額の主な変動要因

先進国株式や新興国株式などの資産が下落したことなどが基準価額の下
落要因となりました。

下落要因

― 5 ―
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トレンド・アロケーション・オープン

第７期：2018年１月26日～2019年１月25日

投資環境について

国債市況
米国の債券利回りは米連邦準備制度理事
会（ＦＲＢ）による利上げペースの加速
に対する懸念などから上昇局面もあった
ものの、2018年11月以降は株式市場の
下落などから低下して、期首の水準とほ
ぼ変わらずとなりました。
欧州では政情不安などからイタリアなど
の債券利回りが大きく上昇する一方で、
ドイツやフランスでは低下しました。
日本の債券利回りは、日銀のイールド
カーブ・コントロール政策が意識された
ことなどから小幅な動きでしたが、株式
市場の下落などを受けて低下しました。
新興国の金利は概ね上昇しました。

株式市況
米国の株式市場は好調な企業決算などか
ら上昇する局面があったものの、トラン
プ米大統領による保護主義的な通商政策
やＦＲＢによる利上げペースの加速に対
する懸念などから下落しました。
日本や欧州の株式市場も下落しました。
新興国の株式市場も下落しました。

リート、コモディティ
リートは、米国や日本では上昇しました。
一方、欧州では下落しました。
原油価格は、石油輸出国機構（ＯＰＥ
Ｃ）の加盟国や米国の供給増加などから
下落しました。金価格は下落しました。

国内短期金融市場
＜無担保コール翌日物金利の推移＞
日銀による金融緩和政策の影響を受けて、
無担保コール翌日物金利は０％を下回る
水準で推移し、足下ではマイナス0.06％
程度で推移しました。

＜国庫短期証券（３ヵ月物）の利回りの
推移＞
日銀による短期国債の買入れなどから、
国庫短期証券（３ヵ月物）の利回りはマ
イナス0.1％を下回る水準で推移しました。
期首から2018年９月にかけてはマイナス
0.15％程度で推移していたものの、10月
に短期国債の需給引き締まりなどからマ
イナス0.33％程度まで低下しました。そ
の後金利は上下を繰り返し、足下はマイ
ナス0.21％程度で推移しました。

― 6 ―
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トレンド・アロケーション・オープン

当該投資信託のポートフォリオについて

トレンド・アロケーション・オープン
円建の外国投資信託であるダイナミッ
ク・マルチアセット・プラス・ファンド
（ＪＰＹ）受益証券に投資を行いました。
また、マネー・プール　マザーファンド
受益証券へも投資を行いました。
その結果、基準価額は期首に比べ、下落
しました。

ダイナミック・マルチアセット・プ
ラス・ファンド（ＪＰＹ）
先進国の国債に投資を行うとともに、世
界各国のＥＴＦ等を利用することで、世
界各国の株式・債券・リート等の幅広い
資産に投資しました。また、組入比率の
調整を目的として、世界各国の先物取引
も利用しました。
為替変動リスクの低減をはかるため、外
貨建資産については、対円で為替ヘッジ
を行いました。
ポートフォリオは、①基本資産配分を行
う「トレンド・アロケーション」、②基
本資産配分に対する微調整を行う「タク
ティカル・アセット・アロケーション」、
③下落リスクへの対応を行う「ダウンサ
イド・リスク・マネジメント」を活用し
て構築しました。

【トレンド・アロケーション】
2018年10月までは高リスク資産の比率
を高めに維持しました。その後は高リス
ク資産の比率を引き下げました。

【タクティカル・アセット・アロケー
ション】
基本資産配分に対する微調整を行う「タ
クティカル・アセット・アロケーショ
ン」では、2018年10月までは高リスク
資産の見通しを概ね強気としていました
が11月以降は概ね弱気としました。低リ
スク資産の見通しは期を通じて概ね弱気
としました。

【ダウンサイド・リスク・マネジメント】
2018年12月に基準価額が過去１年間の
高値から15％以上下落する可能性が高
まったことから、下落リスクへの対応を
行う「ダウンサイド・リスク・マネジメ
ント」による短期債券・キャッシュの組
入比率の引き上げを行いました。

これらの結果、期末の資産クラス別構成
比は高リスク資産19.4％、低リスク資産
80.6％となりました。
その結果、先進国株式や新興国株式など
の資産が下落したことなどが基準価額の
マイナスに影響しました。

― 7 ―
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トレンド・アロケーション・オープン

（ご参考）

■資産クラス別構成比
期首（現地2018年１月24日） 期末（現地2019年１月24日）

資産クラス 比率 資産クラス 比率

低リスク
資産

先進国国債 14.0％

33.2％ 低リスク
資産

先進国国債 64.5％

80.6％
先進国社債 7.6％ 先進国社債 0.0％

新興国国債 8.3％ 新興国国債 8.6％

現金等 3.2％ 現金等 7.6％

高リスク
資産

先進国株式 47.0％

66.8％ 高リスク
資産

先進国株式 12.7％

19.4％
新興国株式 12.2％ 新興国株式 3.1％

コモディティ 4.5％ コモディティ 0.3％

リート 3.2％ リート 3.4％

・比率はダイナミック・マルチアセット・プラス・ファンド（ＪＰＹ）の純資産総額に対する割合です。
・現金等は、短期債券を含みます。また、為替ヘッジの含み損益を含むためマイナスになることがありま
す。
・資産クラス別構成比は、アリアンツ・グローバル・インベスターズからの情報提供を基に表示していま
す。
・各数値は表示桁数未満で四捨五入して表示している場合がありますので、それを用いて計算すると誤差が
生じることがあります。

（注）当記載は、アリアンツ・グローバル・インベスターズの資料を基に、三菱ＵＦＪ国際投信が作成した
ものです。

マネー・プール　マザーファンド
わが国のコール・ローンおよびＣＰ現先
取引等への投資を通じて、安定した収益
の確保および適正な流動性の保持を図り
ました。その結果、利子等収益は積み上

がったものの、運用資金に対するマイナ
ス金利適用などの影響を受けて、基準価
額は期首と比べて下落となりました。
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分配金について
収益分配金につきましては、基準価額水準、市況動向等を勘案し、次表の通りとさせていただき
ました。収益分配に充てなかった利益（留保益）につきましては、信託財産中に留保し、運用の
基本方針に基づいて運用します。

分配原資の内訳 （単位：円、１万口当たり、税込み）

項　目 第７期
2018年１月26日～2019年１月25日

当期分配金（対基準価額比率） －（－％）

当期の収益 －

当期の収益以外 －

翌期繰越分配対象額 2,952

（注）対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基
準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファ
ンドの収益率とは異なります。

（注）当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨て
で算出しているため合計が当期分配金と一致しな
い場合があります。

今後の運用方針（作成対象期間末での見解です。）

トレンド・アロケーション・オープン
今後の運用方針
引き続き、円建の外国投資信託であるダイナミック・マルチアセット・プラス・ファンド
（ＪＰＹ）受益証券に投資を行います。また、マネー・プール　マザーファンド受益証券へ
も投資を行います。

当該投資信託のベンチマークとの差異について
当ファンドの値動きを表す適切な指数が存在しないため、ベンチマーク等はありません。
従って、ベンチマークおよび参考指数との対比は表記できません。

― 9 ―
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ダイナミック・マルチアセット・プラス・ファンド（ＪＰＹ）
運用環境の見通し
英国の欧州連合（ＥＵ）離脱や米中の貿易紛争、イタリアと欧州委員会との間の財政政策を
巡る争いなどがグローバルな株式市場の重しとなる可能性が高いと考えています。株式市場
ではボラティリティが上昇し、それぞれのセクターや国で異なる動きがみられると予想して
います。ＦＲＢは金融政策の正常化を進めており、欧州中央銀行（ＥＣＢ）も非伝統的な金
融政策からの出口戦略を計画しています。米国の短期金融市場や債券市場では利上げサイク
ルをまだ完全に織り込んでいないとみられ、想定外の政策金利引き上げがあった場合に、市
況環境が不安定になる可能性もあると考えています。

今後の運用方針
先進国の国債に投資を行うとともに、世界各国のＥＴＦ等を利用することで、世界各国の株
式・債券・リート等の幅広い資産に投資します。
為替変動リスクの低減をはかるため、外貨建資産については、原則として対円で為替ヘッジ
を行う方針です。
ポートフォリオは、①基本資産配分を行う「トレンド・アロケーション」、②基本資産配分
に対する微調整を行う「タクティカル・アセット・アロケーション」、③下落リスクへの対
応を行う「ダウンサイド・リスク・マネジメント」を活用して構築します。

マネー・プール　マザーファンド
運用環境の見通し
物価は緩やかに上昇していくと予想していますが、日銀の物価目標である２％には届かない
と思われます。したがって、今後も金融緩和政策が継続すると想定されることから、短期金
利は低位で推移すると予想しています。

今後の運用方針
わが国の国債や短期国債（国庫短期証券）現先取引、コール・ローンおよびＣＰ現先取引な
どへの投資を通じて、安定した収益の確保や常時適正な流動性の保持をめざした運用を行う
方針です。

― 10 ―
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○１万口当たりの費用明細 (2018年１月26日～2019年１月25日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 82  0.679  (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率× 
           （期中の日数÷年間日数） 

 （ 投 信 会 社 ） (39)  (0.323)  ファンドの運用・調査、受託会社への運用指図、基準価額の算出、目論見書 
等の作成等の対価 

 （ 販 売 会 社 ） (39)  (0.323)  交付運用報告書等各種書類の送付、顧客口座の管理、購入後の情報提供等 
の対価 

 （ 受 託 会 社 ） ( 4)  (0.032)  ファンドの財産の保管および管理、委託会社からの運用指図の実行等の対価 

（b） そ の 他 費 用 1   0.006   (b)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 監 査 費 用 ） ( 1)  (0.006)  ファンドの決算時等に監査法人から監査を受けるための費用 

 （ そ の 他 ） ( 0)  (0.000)  信託事務の処理等に要するその他諸費用 

 合 計 83   0.685    

期中の平均基準価額は、12,117円です。  

 
（注） 期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結

果です。 

（注） 各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

（注） その他費用は、このファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに対応するものを含みます。 

（注） 各項目の費用は、このファンドが組み入れている投資信託証券（マザーファンドを除く。）が支払った費用を含みません。 

（注） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに

小数第３位未満は四捨五入してあります。 
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（参考情報）
■総経費率
当期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有
価証券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じ
た数で除した総経費率（年率）は1.22％です。

総経費率（①＋②＋③） （％） 1.22

①当ファンドの費用の比率 （％） 0.69

②投資先ファンドの運用管理費用の比率 （％） 0.48

③投資先ファンドの運用管理費用以外の比率 （％） 0.05

運用管理費用以外
0.05％

運用管理費用
0.48％

その他費用
0.01％

運用管理費用（受託会社）
0.03％

運用管理費用
（販売会社）
0.32％

運用管理費用
（投信会社）
0.32％

投資先
ファンド
0.53％

当ファンド
0.69％

総経費率
1.22％

（注）①の費用は、１万口当たりの費用明細において用
いた簡便法により算出したものです。

（注）各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手
数料及び有価証券取引税を含みません。

（注）各比率は、年率換算した値です。
（注）投資先ファンドとは、このファンドが組入れてい

る投資信託証券（マザーファンドを除く。）です。

（注）①の費用は、マザーファンドが支払った費用を含
み、投資先ファンドが支払った費用を含みません。

（注）①の費用と②③の費用は、計上された期間が異な
る場合があります。

（注）前記の前提条件で算出したものです。このため、
これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生
した費用の比率とは異なります。
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○売買及び取引の状況 (2018年１月26日～2019年１月25日) 

 

 

銘 柄 
買 付 売 付 

口 数 金 額 口 数 金 額 

国 
内 

 千口 千円 千口 千円  
ダイナミック・マルチアセット・プラス・ファンド（ＪＰＹ） 39,033,743 43,979,890 958,376 1,014,286  

 
（注） 金額は受渡代金。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2018年１月26日～2019年１月25日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人です。 

 

○組入資産の明細 (2019年１月25日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 比 率 

 千口 千口 千円 ％ 

ダイナミック・マルチアセット・プラス・ファンド（ＪＰＹ） 114,204,614 152,279,982 155,097,161 99.0 

合 計 114,204,614 152,279,982 155,097,161 99.0 
 

（注） 比率はトレンド・アロケーション・オープンの純資産総額に対する比率。 

 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

マネー・プール マザーファンド 997 997 1,001 
 
 
 

○投資信託財産の構成 (2019年１月25日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

投資信託受益証券 155,097,161 98.6 

マネー・プール マザーファンド 1,001 0.0 

コール・ローン等、その他 2,277,398 1.4 

投資信託財産総額 157,375,560 100.0 
  

投資信託証券 

親投資信託残高 
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○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2019年１月25日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 157,375,560,869   

 コール・ローン等 2,277,397,402   

 投資信託受益証券(評価額) 155,097,161,871   

 マネー・プール マザーファンド(評価額) 1,001,596   

(B) 負債 750,711,888   

 未払解約金 194,880,479   

 未払信託報酬 551,500,653   

 未払利息 4,360   

 その他未払費用 4,326,396   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 156,624,848,981   

 元本 136,580,463,544   

 次期繰越損益金 20,044,385,437   

(D) 受益権総口数 136,580,463,544口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 11,468円 

 
＜注記事項＞ 

①期首元本額 105,959,864,171円 

期中追加設定元本額 46,359,725,981円 

期中一部解約元本額 15,739,126,608円 

また、１口当たり純資産額は、期末1.1468円です。 

○損益の状況 (2018年１月26日～2019年１月25日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 6,587,981,536   

 受取配当金 6,589,353,696   

 受取利息 7,676   

 支払利息 △     1,379,836   

(B) 有価証券売買損益 △23,130,824,076   

 売買益 1,856,974,298   

 売買損 △24,987,798,374   

(C) 信託報酬等 △ 1,068,624,284   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) △17,611,466,824   

(E) 前期繰越損益金 9,904,862,182   

(F) 追加信託差損益金 27,750,990,079   

 (配当等相当額) (  24,900,613,949)  

 (売買損益相当額) (   2,850,376,130)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 20,044,385,437   

(H) 収益分配金 0   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 20,044,385,437   

 追加信託差損益金 27,750,990,079   

 (配当等相当額) (  24,900,613,949)  

 (売買損益相当額) (   2,850,376,130)  

 分配準備積立金 15,424,219,241   

 繰越損益金 △23,130,823,883   
 

（注） (B)有価証券売買損益は期末の評価換えによるものを含みます。

（注） (C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて

表示しています。 

（注） (F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設

定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。 

 

②分配金の計算過程 

項 目 
2018年１月26日～ 
2019年１月25日 

費用控除後の配当等収益額 5,519,357,059円 

費用控除後・繰越欠損金補填後の有価証券売買等損益額 －円 

収益調整金額 24,900,613,949円 

分配準備積立金額 9,904,862,182円 

当ファンドの分配対象収益額 40,324,833,190円 

１万口当たり収益分配対象額 2,952円 

１万口当たり分配金額 －円 

収益分配金金額 －円 
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＊三菱ＵＦＪ国際投信では本資料のほかに当ファンドに関する情報等の開示を行っている場合があります。詳しくは、取り扱い販売会社に

お問い合わせいただくか、当社ホームページ（https://www.am.mufg.jp/）をご覧ください。 

 
［ お 知 ら せ ］ 

2014年１月１日から、2037年12月31日までの間、普通分配金並びに解約時又は償還時の差益に対し、所得税15％に2.1％の率を乗じた復興

特別所得税が付加され、20.315％（所得税15％、復興特別所得税0.315％、地方税５％（法人受益者は15.315％の源泉徴収が行われます。））

の税率が適用されます。 
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